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1 ．は じ め に

わが国を含む先進国においては，近年片働き世帯の割合が減少し，共働き世帯の割合が増加し

ている．共働き世帯においても，夫婦の両方が正規就業であるだけでなく，配偶者においても非

正規就業，パート・アルバイト，派遣労働者，有期契約労働者等の様々な働き方が存在すること

から，配偶者の就業形態は多様化している．このように共働き世帯が増大したことから，家計の

消費支出に関しては，これまでの片働き世帯が主であった時期とは異なる消費行動が考えられ

る．すなわち，配偶者の働き方の違いによって夫婦の所得の構成が異なるため，世帯類型ごとに

夫婦の所得の構成が異なる場合の消費支出の特徴を傾向的に捉えることが求められる．

こうした問題意識に立って，本稿の目的は，世帯類型ごとに消費構造の差異を明らかにするこ

とである．具体的には，本研究は，就業を所与とした場合に世帯主と配偶者の所得の構成が双方

の選好に関わる費目の消費支出に与える影響について明らかにすることを指向している．本稿

は，全国消費実態調査のミクロデータを用いて，配偶者の就業形態の違いに着目し，正規就業・

非正規就業・非就業の別で類型化を行う．その上で，世帯主と配偶者の選好に関わる消費支出の

10大費目におけるより詳細な分類に焦点を当てて，世帯主と配偶者の所得の構成が消費支出に与

える影響を細密に追究する．
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2 ．先行研究と本研究のねらい

本稿では，配偶者の就業形態の違いに着目し，世帯主と配偶者の所得の構成が影響を与える詳

細な消費支出の費目に関する変化の方向について計量分析を行う．世帯構成員の所得の比率に応

じて，消費にどのような影響を与えるかを検証したわが国における先行研究としては，例えば，

Hayashi（1995），小原（2008），澤田（2008），坂本（2008）等がある1）．これらの先行研究では，

世帯員の中で所得の高い者ほど交渉力が高くなり，その効用を高めるような財の支出の構成が大

きくなる傾向を示していることが実証的に明らかにされている．こうした先行研究からは，配偶

者の稼得所得が増大するにしたがって，配偶者の好む財への支出が相対的に高まることが予想さ

れる．それに対して，配偶者の稼得所得の増加によって労働時間がより長くなった場合，家事時

間（家計内生産時間）を節約する誘因が強くなるため，時間節約的な財の購入が増大する影響も考

えられる．とりわけ，世帯主と配偶者の選好に関わる費目については，その特徴が顕在化する可

能性がある．具体的には，世帯主と配偶者の選好が異なる費目，例えば妻の衣服や子どもの経費

のように配偶者の選好に関わる費目については，世帯の所得全体に占める配偶者の所得の比率が

上昇すると，それらの支出が拡大することが考えられる．

以上の先行研究およびそこから導き出される仮説を踏まえて，Ito and Dejima（2020）は，全国

消費実態調査の調査票情報（個票データ）を用いて，配偶者の就業行動の差が消費支出の十大費目

に及ぼす影響を実証的に明らかにした．具体的には，配偶者の就業形態をもとに共働き世帯と片

働き世帯に類型化した上で，世帯人員や家計資産をコントロール変数としたモデルにおいて，世

帯主と配偶者の所得の構成が変化した場合に，消費支出の10大費目にどういった変化がもたらさ

れるかを追究した．例えば，食料費については，配偶者が就業していて，年間収入に占める配偶

者の勤め先収入の比率が高いほど，消費支出に占める食料費の割合が低下する傾向にあることが

明らかになった．これについては，夫婦共働きの世帯では，家事の時間短縮のために，外食や中

食を行うといった時間節約的な財の購入が，結果的に食料費の相対的な減少をもたらしたことが

推測される．また，被服・履物費に関しては，勤め先からの年間収入に占める配偶者の収入の比

率が上昇するにしたがって，その消費の割合が増大していることから，配偶者の所得が増大する

につれて，配偶者の家計内交渉力が大きくなることが確認できる．

本研究では，Ito and Dejima（2020）における先行研究を踏まえながらも，全国消費実態調査で

把握される10大費目の中で，中分類や小分類のようなより詳細な区分の費目に関する消費支出に

1 ）　世帯主と配偶者の所得の構成が消費支出に与える影響について，近年のサーベイを行った先行研究と
しては，例えば大森（2010）を参照．
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着目し，世帯主と配偶者の双方の選好が異なる費目も細分化した上で，世帯主と配偶者の所得の

構成がそれらの詳細な費目に及ぼす影響を事実発見的に明らかにする．

なお，本研究から明らかになった結論は，以下のように要約される．第 1 に，家事用消耗品費

の場合，配偶者が正規就業かパート・アルバイト就業において，家事用消耗品費に対してマイナ

スに有意の結果が得られている．第 2 に，女性用被服費では，配偶者が正規就業である場合に，

その支出が増大する傾向にある．第 3 に，配偶者の就業のタイプで世帯を類別した場合でも，家

事用消耗品のような費目については，配偶者の勤め先収入の年間収入に対する比率に関する回帰

係数が，マイナスで有意な値になっている．第 4 に，末子の年齢が上がるにつれて，家賃や月謝

類のように末子の年齢がマイナスの影響をもたらす費目と，男性用被服費やこづかいのようにプ

ラスの影響が見られる費目が存在する．第 5 に，電気・ガス・上下水道代に関しては，財産収

入，貯蓄現在高のような家計資産や資産所得における回帰係数がマイナスに有意になっている．

3 ．使用するデータ

本研究で使用するデータは，2009年の全国消費実態調査の調査票情報（個票データ）である．全

国消費実態調査は， 5 年に 1 回実施される周期調査として位置付けられる．この調査は，家計の

消費や所得，さらには資産の詳細な情報を把握するために，家計に年単位の所得と資産・負債情

報と 3 か月間の家計簿を回答させたものであり，調査対象世帯が約57000世帯（単身世帯を含む）

である家計に対する国内最大規模の統計調査である．家計の消費，所得と資産の実態を把握する

統計調査については，調査客体に対して家計簿情報を 6 か月継続して調査する，月次の経常調査

としての家計調査があるが，家計調査の場合，調査対象世帯が約9000世帯であることから，全国

消費実態調査のほうが，詳細な地域区分や社会人口的属性について類別されたグループによる細

密な分析を行うことが可能である．

さらに，全国消費実態調査が本研究にとって有用なのは，世帯員各人について，就業・非就業

および求職中か否かの区別，勤労所得と勤め先企業の産業や職業に関する属性も把握されている

だけでなく，家計資産および資産所得等の情報が捕捉されていることである．この点について

は，全国消費実態調査において就業に関する属性が捉えられることに着目し，リスク資産や実物

資産（不動産等）といった家計資産が就業選択に及ぼす影響をミクロデータで分析した研究とし

て，例えば伊藤他（2019）を指摘することができる．

全国消費実態調査では，10大費目だけでなく，より詳細な分類区分で消費支出を細密に把握す

ることが可能である．この点に注目した上で，本研究では，就業状況をコントロールした場合の

所得の構成と消費支出の関係を精密に分析することを指向している．

なお，本分析では，全国消費実態調査において標本設計が異なる単身世帯は除外されている．
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その上で，世帯主，世帯主の配偶者と子どもがいる勤労者世帯を対象とした．また，世帯主が20

～59歳の年齢階層であり，末子の年齢が25歳以下に該当する世帯を本分析での対象としている．

4 ．世帯類型から見た所得の構成と消費支出の詳細費目に関するモデル

本研究においては，2009年の全国消費実態調査の個票データをもとに，世帯主と配偶者の所得

の構成と消費支出の詳細費目との関係について実証的に明らかにする．本研究では，Ito and Deji-

ma（2020）での分析の枠組みを踏まえて，最初に世帯主と配偶者の就業形態（正規就業・非正規就

業・非就業）の組み合わせで，世帯類型別のサブグループを編成する．これらの類型化されたグ

ループに関して，本研究では，家計消費の10大費目の中の詳細費目として，中分類費目あるいは

小分類費目を対象に，世帯類型と消費構造との関係に関する計量分析を行う．具体的には，以下

のモデルについて分析を行った．

消費支出に対する詳細費目の比率＝f ‌� （配偶者の正規就業ダミー，配偶者のパート・アルバイト就

業ダミー，配偶者の派遣労働ダミー，配偶者のその他就業ダ

ミー，持ち家の有無ダミー，性別ダミー，世帯主の年齢（各

歳），世帯主の年齢の 2 乗，（世帯の勤め先からの）年間収

入（対数），配偶者の年間収入の比率，65歳未満の世帯員

における年間収入の比率，財産収入（対数），貯蓄現在高

（対数），負債現在高（対数），住宅・宅地資産額（対数），

大都市圏ダミー，末子の年齢ダミー）

本モデルにおいては，被説明変数として，消費支出に対する10大費目の中の詳細費目の各比率

を用いている．本研究では，世帯主と配偶者の選好に関わる中分類あるいは小分類の費目とし

て，家賃，電気代，ガス代，上下水道料，家事用消耗品費，家事サービス代，男性用被服費，女

性用被服費，交通費，自動車等維持費，ガソリン代，通信費，宿泊料，月謝類，理美容サービス

代，こづかい，交際費，仕送り金を選定し，消費支出に対する各費目の比率を算出した2）．つぎ

に，これらの比率を対象に，夫婦が共働きか片働きかによって世帯を類別した上で，重回帰分析

2 ）　分析の対象となった費目において，消費支出の10大費目の中の小分類に該当するのは，家賃（家賃地
代の小分類），ガソリン代（自動車等維持費の小分類），宿泊料（教養娯楽サービスの小分類），理美容
サービス代（諸雑費の小分類）である．また，本研究における男性用被服費とは，男子用洋服，男子用
シャツ・セーター類と男子用下着類の費目に関する消費支出の総額，女性用被服費とは，婦人用洋服，
婦人用シャツ・セーター類と婦人用下着類の費目についての消費支出の総額としてそれぞれ定義される．
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を行った．具体的には，本分析の対象となる世帯全体（以下「全世帯」）を対象にした分析だけで

なく，①世帯主が正規就業者で配偶者が正規就業者，②世帯主が正規就業者で配偶者が非正規就

業者，③世帯主が正規就業者で配偶者が無業3）のそれぞれのサブグループを対象に，費目の構成に

与える世帯属性，さらには家計の所得や資産の影響を実証的に明らかにした．

モデルの説明変数については，配偶者の就業形態を考慮するために，正規就業ダミー，パー

ト・アルバイト就業ダミー，派遣労働ダミー，および契約社員を含むその他の就業ダミーの ４ つ

のダミー変数をモデルに設定した．なお，配偶者が無業である場合を １ とし，それ以外を ０ と

する「配偶者の無業ダミー」がリファレンス・グループとなっている．世帯主の就業状況につい

ては，Ito and Dejima（2016）等の先行研究における就業の区分も勘案した上で，（ 1 ）会社など

の役員，（ 2 ）自営業者，（ 3 ）家族従業者，（ 4 ）内職を除く，就業者のみを選定している．ま

た，実物資産に関しては分布の右側の裾野が大きいことを考慮し，本分析では平均値＋ 3 σを超え

るレコードが削除されている．

持ち家の有無，性別と末子の年齢はいずれも，ダミー変数として組み込まれている．持ち家の

有無ダミー，性別ダミーと末子の年齢ダミーにおけるリファレンス・グループに関しては，「持ち

家無し」，「女性」と「 0 ～ 5 歳」がそれぞれ対応している．末子の年齢に関しては，小学校，中

学校，高校，大学の学校の区分に応じて， 6 ～12歳，13～15歳，16～18歳および19歳以上のダ

ミー変数がそれぞれ設定されている．

本モデルでは，年齢だけでなく年齢の 2 乗項も，説明変数として導入されている．世帯におけ

る勤め先からの年間収入，貯蓄現在高，負債現在高および住宅・宅地資産額といった家計の収

入・資産に関する量的属性については，属性値が 0 円となるレコードが存在する．このことを勘

案し，本モデルで説明変数として設定されている量的属性は，すべての属性値に 1 を加えた上で

自然対数に置き換えられている．

本分析では，世帯主と配偶者における所得の構成を考慮するために，配偶者の年間収入の比率

がモデルに含まれる．具体的には，世帯の勤め先からの年間収入に対する配偶者の年間の勤め先

収入の比率が設定される．この比率が高くなると，世帯の中での配偶者の交渉力が高くなり，効

用を高めるような財の購入が多くなる傾向にあることが期待できる．同様に，同居する子どもの

勤め先収入に関する比率の代理指標として，65歳未満の世帯員における年間収入の比率も組み込

まれている．この比率は，具体的には，世帯主の年間の勤め先収入と世帯主の配偶者の年間の勤

め先収入，およびそれらを除く65歳未満の世帯員の年間の勤め先収入を用いることによって，以

3 ）　本研究で対象にしている「配偶者の無業」は，調査期間において配偶者が非就業であることを意味し
ている．この調査期間外に就労している者も含まれている．このことは，無業であっても当該年次に年
間の勤め先収入が発生している可能性があることを示唆している．
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下の式で算出されている．

＝

これによって，世帯の年間収入に占める同居する子どもの所得の比率の変化に対して，費目ごと

に見た消費のパターンがどのように異なるかを把握することが指向されている．

なお，地域特性に関する変数については，関東大都市圏，中京大都市圏，近畿大都市圏と北九

州・福岡大都市圏を含む大都市圏とそれ以外の町村における消費構造の相違を検証するために，

上記の 4 大都市圏のいずれかに該当する場合に １ とし，それ以外の地域に該当すれば 0 とする大

都市圏ダミーをモデルに設定している．

5 ．推定結果と解釈

2009年調査によって推定された全世帯における回帰分析の結果は，表1-1～表1-18で示されてい

る．つぎに，世帯主が正規就業者で，配偶者が正規就業，非正規就業と無業に関する分析結果

が，付表1-1～付表1-18において示されている．なお，全世帯および世帯類型別のモデルの説明変

数に関する基本統計量はそれぞれ，表 2 と付表 2 で示されている．本分析の結果から得られる知

見は，以下のとおりである．

第 1 の知見は，配偶者の就業状況と家計の消費支出の費目の中で配偶者の選好に関わる詳細費

目との関係についてである．全世帯における分析結果を見ると，家事用消耗品費の場合，配偶者

が正規就業かパート・アルバイト就業において，家事用消耗品費に対してマイナスに 1 % 有意の

結果が得られている．このことから，夫婦共働きの場合，片働き世帯の場合と比較して，家事時

間が短縮していることが見て取ることができるため，家事用消耗品への購入が減少している可能

性がある．

つぎに，女性用被服費については，全世帯において女性が正規就業である場合に，女性用被服

費が増大する傾向にあることが興味深い．このことは，夫婦共働きの場合，夫婦片働きと比較し

て，勤務の必要性に応じて衣服を購入している可能性を示唆している．さらに，配偶者の就業形

態や末子の年齢をコントロールした場合でも，世帯の年間収入に占める配偶者の勤め先収入の比

率が高いほど，消費支出に占める女性用被服の消費の割合が増加する傾向にあることがわかっ

た．したがって，夫婦共働きの世帯では，配偶者の稼得所得が高くなるにつれて配偶者の家計内

交渉力が高くなり，その効用を高めるような財として，女性用被服への支出が高まっていること

が確認できる．

65歳未満の世帯員における年間収入の比率�

65歳未満の世帯員の年間の勤め先収入
世帯主の年間の勤め先収入 + 世帯主の配偶者の年間の勤め先収入
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表1-1　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，家賃
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0032 0.0023
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0012 0.0013
配偶者の派遣労働ダミー 0.0007 0.0048
配偶者のその他就業ダミー -0.0016 0.0045
持ち家の有無ダミー -0.1422 0.0032 ＊＊＊

性別ダミー -0.0033 0.0048
世帯主の年齢 -0.0046 0.0006 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0001 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） -0.0037 0.0009 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0030 0.0047
65歳未満の世帯員における年間収入の比率 -0.0035 0.0043
財産収入（対数） -0.0003 0.0003
貯蓄現在高（対数） -0.0015 0.0003 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0004 0.0002 ＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0025 0.0004 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0101 0.0009 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 -0.0014 0.0013
13～15歳 -0.0010 0.0019
16～18歳 -0.0027 0.0022
19歳以上 -0.0022 0.0025
定数 0.2989 0.0137 ＊＊＊

Adj. R２ 0.676
F 1,385.894
N 13,251
注）＊＊＊： １ ％有意，＊＊： ５ ％有意，＊：10％有意，〈〉はリファレンス・グループである（以下同様）．

表1-2　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，電気代
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0003 0.0007
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0009 0.0004 ＊＊

配偶者の派遣労働ダミー -0.0020 0.0015
配偶者のその他就業ダミー -0.0041 0.0014 ＊＊＊

持ち家の有無ダミー 0.0103 0.0010 ＊＊＊

性別ダミー -0.0028 0.0015 ＊

世帯主の年齢 0.0004 0.0002 ＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） -0.0031 0.0003 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0069 0.0014 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0025 0.0013 ＊＊＊

財産収入（対数） -0.0005 0.0001 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0016 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0003 0.0001 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0001 0.0001
大都市圏ダミー -0.0041 0.0003 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0027 0.0004 ＊＊＊

13～15歳 0.0006 0.0006
16～18歳 -0.0017 0.0007 ＊＊＊

19歳以上 0.0017 0.0008 ＊＊＊

定数 0.0503 0.0042 ＊＊＊

Adj. R２ 0.148
F 116.396
N 13,251
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表1-3　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，ガス代
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0004 0.0005
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.0006 0.0003 ＊

配偶者の派遣労働ダミー 0.0012 0.0011
配偶者のその他就業ダミー -0.0010 0.0011
持ち家の有無ダミー -0.0003 0.0008
性別ダミー 0.0006 0.0011
世帯主の年齢 -0.0005 0.0001 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） -0.0024 0.0002 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0056 0.0011 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0019 0.0010 ＊

財産収入（対数） -0.0004 0.0001 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0009 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0002 0.0000 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0007 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0010 0.0002 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0022 0.0003 ＊＊＊

13～15歳 0.0016 0.0005 ＊＊＊

16～18歳 0.0006 0.0005
19歳以上 0.0010 0.0006
定数 0.0494 0.0032 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.113
F 85.781
N 13,251

表1-4　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，上下水道代
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0005 0.0006
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.0006 0.0003 ＊

配偶者の派遣労働ダミー 0.0021 0.0013
配偶者のその他就業ダミー -0.0017 0.0012
持ち家の有無ダミー 0.0055 0.0009 ＊＊＊

性別ダミー 0.0010 0.0013
世帯主の年齢 0.0004 0.0002 ＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊

年間収入（対数） -0.0030 0.0002 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0090 0.0013 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0034 0.0012 ＊＊＊

財産収入（対数） -0.0005 0.0001 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0010 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0001 0.0000 ＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0003 0.0001 ＊＊

大都市圏ダミー -0.0019 0.0003 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0023 0.0004 ＊＊＊

13～15歳 0.0016 0.0005 ＊＊＊

16～18歳 -0.0007 0.0006
19歳以上 0.0007 0.0007
定数 0.0340 0.0038 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.061
F 43.866
N 13,251



� 253世帯主と配偶者の所得の構成が双方の選好に関わる費目の……（伊藤・出島・村田）

表1-5　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，家事用消耗品費
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0006 0.0002 ＊＊＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0005 0.0001 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー -0.0005 0.0005
配偶者のその他就業ダミー -0.0010 0.0005 ＊＊

持ち家の有無ダミー 0.0016 0.0003 ＊＊＊

性別ダミー 0.0005 0.0005
世帯主の年齢 0.0000 0.0001
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） -0.0007 0.0001 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0027 0.0005 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0009 0.0004 ＊＊

財産収入（対数） -0.0001 0.0000 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0003 0.0000 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0001 0.0000 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0001 0.0000 ＊＊

大都市圏ダミー -0.0007 0.0001 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0003 0.0001 ＊＊

13～15歳 -0.0004 0.0002 ＊＊

16～18歳 -0.0008 0.0002 ＊＊＊

19歳以上 0.0000 0.0003
定数 0.0147 0.0014 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.053
F 38.412
N 13,251

表1-6　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，家事サービス代
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0001 0.0003
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.0000 0.0002
配偶者の派遣労働ダミー -0.0002 0.0006
配偶者のその他就業ダミー -0.0005 0.0006
持ち家の有無ダミー 0.0022 0.0004 ＊＊＊

性別ダミー -0.0005 0.0006
世帯主の年齢 0.0001 0.0001
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） -0.0001 0.0001
配偶者の年間収入の比率 0.0004 0.0006
65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0004 0.0006
財産収入（対数） 0.0000 0.0000
貯蓄現在高（対数） 0.0000 0.0000
負債現在高（対数） 0.0001 0.0000 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0001 0.0001 ＊＊

大都市圏ダミー -0.0012 0.0001 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0002 0.0002
13～15歳 -0.0003 0.0002
16～18歳 -0.0002 0.0003
19歳以上 0.0005 0.0003
定数 0.0004 0.0018
Adj.  R２ 0.023
F 16.537
N 13,251
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表1-7　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，男性用被服費
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0016 0.0006 ＊＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0014 0.0003 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー -0.0007 0.0013
配偶者のその他就業ダミー -0.0011 0.0012
持ち家の有無ダミー -0.0012 0.0009
性別ダミー 0.0010 0.0013
世帯主の年齢 -0.0001 0.0002
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0012 0.0002 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0032 0.0013 ＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 -0.0004 0.0012
財産収入（対数） 0.0002 0.0001 ＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0002 0.0001 ＊＊

負債現在高（対数） -0.0001 0.0000
住宅・宅地資産額（対数） 0.0003 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0008 0.0003 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0013 0.0004 ＊＊＊

13～15歳 0.0048 0.0005 ＊＊＊

16～18歳 0.0042 0.0006 ＊＊＊

19歳以上 0.0044 0.0007 ＊＊＊

定数 0.0007 0.0037
Adj.  R２ 0.017
F 12.332
N 13,251

表1-8　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，女性用被服費
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0014 0.0007 ＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0005 0.0004
配偶者の派遣労働ダミー 0.0020 0.0015
配偶者のその他就業ダミー -0.0008 0.0014
持ち家の有無ダミー -0.0021 0.0010 ＊＊

性別ダミー -0.0037 0.0015 ＊＊

世帯主の年齢 -0.0007 0.0002 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0021 0.0003 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0034 0.0015 ＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0008 0.0014
財産収入（対数） 0.0000 0.0001
貯蓄現在高（対数） 0.0003 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0002 0.0001 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0007 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0016 0.0003 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0022 0.0004 ＊＊＊

13～15歳 0.0059 0.0006 ＊＊＊

16～18歳 0.0045 0.0007 ＊＊＊

19歳以上 0.0045 0.0008 ＊＊＊

定数 0.0147 0.0043 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.035
F 25.273
N 13,251
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表1-9　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，交通費
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0035 0.0014 ＊＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0021 0.0007 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー 0.0023 0.0028
配偶者のその他就業ダミー 0.0000 0.0027
持ち家の有無ダミー -0.0026 0.0019
性別ダミー 0.0015 0.0029
世帯主の年齢 -0.0003 0.0004
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0028 0.0005 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0018 0.0028
65歳未満の世帯員における年間収入の比率 -0.0052 0.0026 ＊＊

財産収入（対数） 0.0004 0.0002 ＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0014 0.0002 ＊＊

負債現在高（対数） 0.0001 0.0001
住宅・宅地資産額（対数） 0.0004 0.0003
大都市圏ダミー 0.0128 0.0006 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0001 0.0008
13～15歳 0.0071 0.0012 ＊＊＊

16～18歳 0.0099 0.0013 ＊＊＊

19歳以上 0.0074 0.0015 ＊＊＊

定数 -0.0136 0.0081 ＊

Adj.  R２ 0.079
F 57.697
N 13,251

表1-10　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，自動車等維持費
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0050 0.0023 ＊＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.0041 0.0012 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー 0.0107 0.0048 ＊＊

配偶者のその他就業ダミー 0.0081 0.0045 ＊

持ち家の有無ダミー 0.0185 0.0032 ＊＊＊

性別ダミー 0.0026 0.0048
世帯主の年齢 -0.0012 0.0006 ＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） -0.0035 0.0009 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0031 0.0047
65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0021 0.0043
財産収入（対数） 0.0004 0.0003
貯蓄現在高（対数） 0.0003 0.0003
負債現在高（対数） 0.0001 0.0002
住宅・宅地資産額（対数） -0.0018 0.0004 ＊＊＊

大都市圏ダミー -0.0141 0.0009 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0047 0.0013 ＊＊＊

13～15歳 -0.0072 0.0019 ＊＊＊

16～18歳 -0.0094 0.0022 ＊＊＊

19歳以上 0.0020 0.0025
定数 0.1206 0.0137 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.038
F 27.367
N 13,251
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表1-11　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，ガソリン代
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0031 0.0011 ＊＊＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.0030 0.0006 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー 0.0058 0.0023 ＊＊

配偶者のその他就業ダミー 0.0049 0.0022 ＊＊

持ち家の有無ダミー 0.0127 0.0016 ＊＊＊

性別ダミー -0.0015 0.0023
世帯主の年齢 -0.0002 0.0003
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） -0.0021 0.0004 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0002 0.0023
65歳未満の世帯員における年間収入の比率 -0.0003 0.0021
財産収入（対数） -0.0001 0.0001
貯蓄現在高（対数） -0.0007 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0001 0.0001
住宅・宅地資産額（対数） -0.0008 0.0002 ＊＊＊

大都市圏ダミー -0.0147 0.0005 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0008 0.0007
13～15歳 -0.0025 0.0009 ＊＊＊

16～18歳 -0.0061 0.0011 ＊＊＊

19歳以上 -0.0008 0.0012
定数 0.0596 0.0067 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.109
F 82.156
N 13,251

表1-12　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，通信費
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0057 0.0015 ＊＊＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.0040 0.0008 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー 0.0021 0.0030
配偶者のその他就業ダミー 0.0000 0.0028
持ち家の有無ダミー 0.0117 0.0020 ＊＊＊

性別ダミー 0.0022 0.0030
世帯主の年齢 -0.0029 0.0004 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） -0.0063 0.0006 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0139 0.0029 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 -0.0045 0.0027 ＊

財産収入（対数） -0.0010 0.0002 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0043 0.0002 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0004 0.0001 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0013 0.0003 ＊＊＊

大都市圏ダミー -0.0050 0.0006 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0070 0.0008 ＊＊＊

13～15歳 0.0158 0.0012 ＊＊＊

16～18歳 0.0190 0.0014 ＊＊＊

19歳以上 0.0133 0.0016 ＊＊＊

定数 0.1918 0.0087 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.123
F 93.492
N 13,251
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表1-13　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，宿泊料
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0004 0.0005
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0008 0.0003 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー -0.0013 0.0011
配偶者のその他就業ダミー 0.0012 0.0011
持ち家の有無ダミー -0.0013 0.0007
性別ダミー -0.0011 0.0011
世帯主の年齢 0.0001 0.0001
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0011 0.0002 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0025 0.0011 ＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0020 0.0010 ＊＊

財産収入（対数） 0.0001 0.0001
貯蓄現在高（対数） 0.0004 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0001 0.0000 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0003 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0007 0.0002 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 -0.0019 0.0003 ＊＊＊

13～15歳 -0.0027 0.0005 ＊＊＊

16～18歳 -0.0023 0.0005 ＊＊＊

19歳以上 -0.0009 0.0006
定数 -0.0067 0.0032 ＊＊

Adj.  R２ 0.019
F 13.534
N 13,251

表1-14　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，月謝類
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0063 0.0012 ＊＊＊

配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0019 0.0007 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー -0.0035 0.0025
配偶者のその他就業ダミー -0.0044 0.0023 ＊

持ち家の有無ダミー 0.0015 0.0017 ＊

性別ダミー -0.0001 0.0025
世帯主の年齢 0.0042 0.0003
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0021 0.0005 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0058 0.0024 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 -0.0006 0.0023 ＊＊

財産収入（対数） 0.0000 0.0002
貯蓄現在高（対数） 0.0009 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0002 0.0001 ＊＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0010 0.0002 ＊＊

大都市圏ダミー 0.0037 0.0005 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0059 0.0007 ＊＊＊

13～15歳 -0.0159 0.0010 ＊＊＊

16～18歳 -0.0180 0.0012 ＊＊＊

19歳以上 -0.0190 0.0013 ＊＊＊

定数 -0.0965 0.0071 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.137
F 106.605
N 13,251
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表1-15　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，理美容サービス代
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0003 0.0004
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0004 0.0002 ＊

配偶者の派遣労働ダミー 0.0015 0.0008 ＊

配偶者のその他就業ダミー -0.0004 0.0008
持ち家の有無ダミー -0.0009 0.0005 ＊

性別ダミー -0.0020 0.0008 ＊＊

世帯主の年齢 0.0000 0.0001
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0008 0.0002 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0018 0.0008 ＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0007 0.0007
財産収入（対数） 0.0001 0.0001 ＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0003 0.0000 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0000 0.0000
住宅・宅地資産額（対数） 0.0003 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0003 0.0002 ＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0003 0.0002
13～15歳 -0.0004 0.0003
16～18歳 -0.0003 0.0004
19歳以上 0.0005 0.0004
定数 0.0026 0.0023
Adj.  R２ 0.016
F 11.875
N 13,251

表1-16　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，こづかい
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー -0.0034 0.0031
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.0028 0.0017
配偶者の派遣労働ダミー 0.0023 0.0065
配偶者のその他就業ダミー -0.0074 0.0061
持ち家の有無ダミー 0.0121 0.0043 ＊＊＊

性別ダミー 0.0303 0.0065 ＊＊＊

世帯主の年齢 -0.0009 0.0008
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0049 0.0012
配偶者の年間収入の比率 -0.0175 0.0063 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0439 0.0059 ＊＊＊

財産収入（対数） -0.0011 0.0004 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0017 0.0004 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0000 0.0002
住宅・宅地資産額（対数） -0.0011 0.0006 ＊

大都市圏ダミー 0.0022 0.0013 ＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0070 0.0018 ＊＊＊

13～15歳 0.0114 0.0026 ＊＊＊

16～18歳 0.0193 0.0030 ＊＊＊

19歳以上 0.0292 0.0034 ＊＊＊

定数 0.0012 0.0186
Adj.  R２ 0.040
F 28.578
N 13,251
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表1-17　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，交際費
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0005 0.0019
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0049 0.0010 ＊＊＊

配偶者の派遣労働ダミー -0.0060 0.0039
配偶者のその他就業ダミー -0.0047 0.0036
持ち家の有無ダミー 0.0023 0.0026
性別ダミー 0.0031 0.0039
世帯主の年齢 -0.0045 0.0005 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0001 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0057 0.0007 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0210 0.0038 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0061 0.0035 ＊

財産収入（対数） 0.0003 0.0002
貯蓄現在高（対数） 0.0020 0.0002 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0005 0.0001 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0005 0.0004
大都市圏ダミー -0.0007 0.0008
末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 -0.0062 0.0011 ＊＊＊

13～15歳 -0.0108 0.0016 ＊＊＊

16～18歳 -0.0104 0.0018 ＊＊＊

19歳以上 0.0025 0.0020
定数 0.0823 0.0111 ＊＊＊

Adj.  R２ 0.052
F 37.107
N 13,251

表1-18　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，仕送り金
説明変数 係　数 標準誤差 有意性

配偶者の正規就業ダミー 0.0029 0.0029
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー -0.0016 0.0016
配偶者の派遣労働ダミー 0.0002 0.0060
配偶者のその他就業ダミー 0.0106 0.0056 ＊

持ち家の有無ダミー 0.0094 0.0040 ＊＊

性別ダミー 0.0078 0.0060
世帯主の年齢 -0.0019 0.0008 ＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0053 0.0011 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0168 0.0058 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における年間収入の比率 -0.0228 0.0054 ＊＊＊

財産収入（対数） 0.0012 0.0004 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0009 0.0003 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0008 0.0002 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0002 0.0005
大都市圏ダミー -0.0138 0.0012 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉 
6 ～12歳 0.0011 0.0017
13～15歳 0.0160 0.0024 ＊＊＊

16～18歳 0.0425 0.0028 ＊＊＊

19歳以上 0.0236 0.0031 ＊＊＊

定数 -0.0126 0.0170
Adj.  R２ 0.093
F 68.980
N 13,251
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表 2 　基本統計量，全世帯，2009 年

変数 平均値 標準偏差 度　数
消費支出に対する家賃の比率 0.0498 0.0928 13,251
消費支出に対する電気代の比率 0.0301 0.0174 13,251
消費支出に対するガス代の比率 0.0159 0.0132 13,251
消費支出に対する上下水道代の比率 0.0197 0.0149 13,251
消費支出に対する家事用消耗品の比率 0.0083 0.0055 13,251
消費支出に対する家事サービス代の比率 0.0023 0.0068 13,251
消費支出に対する男性用被服費の比率 0.0085 0.0143 13,251
消費支出に対する女性用被服費の比率 0.0131 0.0169 13,251
消費支出に対する交通費の比率 0.0181 0.0325 13,251
消費支出に対する自動車等維持費の比率 0.0643 0.0535 13,251
消費支出に対するガソリン代の比率 0.0294 0.0272 13,251
消費支出に対する通信費の比率 0.0600 0.0355 13,251
消費支出に対する宿泊料の比率 0.0034 0.0125 13,251
消費支出に対する月謝類の比率 0.0177 0.0296 13,251
消費支出に対する理美容サービス代の比率 0.0070 0.0091 13,251
消費支出に対するこづかいの比率 0.0622 0.0728 13,251
消費支出に対する交際費の比率 0.0440 0.0436 13,251
消費支出に対する仕送り金の比率 0.0146 0.0687 13,251
配偶者の正規就業ダミー 0.1530 0.3600 13,251
配偶者のパート・アルバイト就業ダミー 0.3329 0.4713 13,251
配偶者の派遣労働ダミー 0.0097 0.0982 13,251
配偶者のその他就業ダミー 0.0112 0.1051 13,251
持ち家の有無ダミー 0.7059 0.4557 13,251
性別ダミー 0.9903 0.0978 13,251
世帯主の年齢 42.0006 7.9732 13,251
世帯主の年齢の 2 乗 1,827.6184 676.6826 13,251
年間収入（対数） 6.3927 0.6725 13,251
配偶者の年間収入の比率 0.1250 0.1715 13,251
65歳未満の世帯員における年間収入の比率 0.0272 0.1186 13,251
財産収入（対数） 0.3051 1.5563 13,251
貯蓄現在高（対数） 5.8534 1.8201 13,251
負債現在高（対数） 3.6102 3.6345 13,251
住宅・宅地資産額（対数） 5.4703 3.4074 13,251
大都市圏ダミー 0.4924 0.5000 13,251
6 ～12歳ダミー 0.2525 0.4345 13,251
13～15歳ダミー 0.1027 0.3036 13,251
16～18歳ダミー 0.0872 0.2821 13,251
19歳以上ダミー 0.0982 0.2976 13,251
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それに対して，男性用被服の場合，配偶者の正規就業ダミーおよびパート・アルバイト就業ダ

ミーでは，マイナスに有意になっているものの，年間収入に占める配偶者の勤め先収入の比率は

プラスに有意になっている．このことから，配偶者の所得が増大する場合に，男性用の衣服につ

いても購入を増やす可能性があることが確認できる．これに関しては，男性用被服が上級財であ

る場合に，通常の所得効果を観察していると見て取ることもできる．

その他の消費支出について見ていくと，こづかいについては，年間収入に占める配偶者の勤め

先収入の比率がマイナスに有意になっている．これに関しては，共働き世帯において世帯員ごと

に効用最大化が図られていること，すなわち家計の個計化を指摘することができる．さらに，仕

送り金に関しては，配偶者の就業状況についてその他の就業ダミーにおけるパラメータを除け

ば，全般的に有意な傾向は確認されなかったが，年間収入に占める配偶者の勤め先収入の比率が

プラスに有意になっている．仕送り金のような子どもの経費に対する支出については，配偶者に

とっての効用が相対的に高くなる費目であるため，配偶者の所得の比率の上昇が，消費支出に占

める仕送り金の割合を増大させることが本分析結果から確認される．

第 2 の知見は，配偶者の就業のタイプで世帯を類型化した場合に，家計の所得に占める配偶者

の所得の比率が消費支出に及ぼす影響についてである．例えば，電気代，ガス代や上下水道代を

見ると，配偶者の就業形態にかかわらず，配偶者の勤め先収入の年間収入に対する比率について

は，概ねマイナスに有意な結果が得られている．このことから，共働き世帯，片働きの世帯のい

ずれについても，年間収入に占める配偶者の勤め先収入の比率が高いほど，配偶者における在宅

時間が短くなる傾向にあることが考えられ，その結果として，消費支出に占める電気，ガスある

いは水道のような費目の割合が低下する傾向にあることがわかる．

同様の傾向は，家事用消耗品費についても見て取ることができる．すなわち，配偶者の勤め先

収入の年間収入に対する比率においては，配偶者の就業の違いにかかわらず，共働き世帯と片働

き世帯のいずれについても，マイナスで有意な値が得られていることがわかる．したがって，年

間収入に占める配偶者の勤め先収入の比率の高さは，家事時間（家計内生産時間）の有意な減少を

もたらしており，それが家事用消耗品の支出に対する比率の低下を招いていることがわかる．な

お，配偶者が無業者である場合に回帰係数がマイナスで有意になっていることについては，配偶

者が調査月以外において就業していて勤め先収入を得ていることが考えられる．

つぎに，男性用被服費と女性用被服費に着目すると，配偶者が無業である場合，配偶者の勤め

先収入の年間収入に対する比率に関しては，プラスに有意な結果がそれぞれ導かれている．同様

に，宿泊料，月謝類，理美容サービス代，交際費および仕送り金に関しても，配偶者が無業の場

合にはそれぞれ，配偶者の勤め先収入の年間収入に対する比率においてプラスに有意な値が得ら

れている．このことから，配偶者が無業であっても，調査期間以外において勤め先収入がある

等，配偶者の収入が高くなることに伴う世帯主と配偶者の所得の構成の変化によって，配偶者の
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選好に関わる消費支出の傾向の強さが観察されることが確認された．

第 3 の知見は，末子の年齢が消費支出に与える影響についてである．末子の年齢ダミーにおけ

る回帰係数を確認すると，末子の年齢が上がるにしたがって，月謝類のように係数値がマイナス

で値が大きくなる費目と，男性用被服費，通信費やこづかいのように係数値がプラスで，かつ傾

向的に大きくなる費目があることが興味深い．これは，世帯の年齢構成に応じて効用を高める財

の構成が変わることから，家計の消費支出における費目の優先度が異なることを示唆している．

第 4 の知見は，家計資産や資産所得が消費支出に及ぼす影響についてである．例えば，電気・

ガス・上下水道代に関しては，対象となる世帯全体であっても，またいずれの世帯類型において

も，財産収入や貯蓄現在高における回帰係数がマイナスに有意な値となっている．すなわち，家

計資産や資産所得の増加が，光熱・水道のような費目の消費支出に対する比率にマイナスの影響

をもたらしていることが確認される．それに対して，教養娯楽費の一部である宿泊料や月謝類を

見ると，片働き世帯と共働き世帯の世帯類型にかかわらず，貯蓄現在高の回帰係数がプラスに有

意な値を示していることが興味深い．このことから，教養娯楽費の中の宿泊料や月謝類において

は，資産効果が働いている可能性を指摘することができる．

6 ．お わ り に

本稿では，全国消費実態調査の個票データを用いて，世帯類型を考慮し，世帯主と配偶者の就

業状況をコントロールした場合に，世帯主と配偶者の所得の構成が双方の選好に関わる費目の支

出に及ぼす影響に関する実証分析を行った．本分析の結果から，世帯主と配偶者の所得の構成に

よって，家計における消費支出の費目の構成も変わることが確認された．具体的には，女性用被

服費や仕送り金といった費目のように，勤め先からの年間収入に占める配偶者の収入の比率が上

がるにつれて，それらの消費の割合が増大していることが明らかになった．このことは，配偶者

の選好に関わる消費支出の費目については，配偶者の所得の比率が上昇すると，消費の比率を高

める費目があることから，配偶者の所得比率の増大は，家計内の配偶者の交渉力を相対的に拡大

させる傾向にあることを示唆している．

なお，本研究では，世帯主と配偶者の比率に着目するために，世帯主，配偶者と子どもがある

核家族世帯をモデルケースとして，世帯主の年齢，配偶者の就業形態，末子の年齢および家計の

所得・資産の状況を考慮した上で，ミクロデータ分析を行ってきたが，三世代世帯の場合におけ

る世帯主と配偶者の所得の構成さらには家計資産と消費構造の関係については，実証分析を行う

ことができていない．これらについては，今後の研究課題としたい．
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付表1-1　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，家賃
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー -0.1508 0.0068 ＊＊＊ -0.1386 0.0048 ＊＊＊ -0.1439 0.0050 ＊＊＊

性別ダミー -0.0149 0.0078 ＊ -0.0310 0.0148 ＊＊ -0.0029 0.0100
世帯主の年齢 -0.0023 0.0012 ＊ -0.0027 0.0010 ＊＊＊ -0.0053 0.0010 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊＊＊ 0.0001 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0005 0.0014 -0.0008 0.0015 -0.0094 0.0017 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0053 0.0060 0.0031 0.0073 -0.0197 0.0106 ＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0053 0.0105 -0.0051 0.0052 -0.0047 0.0092

財産収入（対数） 0.0006 0.0005 -0.0002 0.0004 -0.0006 0.0005
貯蓄現在高（対数） 0.0003 0.0006 -0.0015 0.0004 ＊＊＊ -0.0019 0.0005 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0007 0.0003 ＊＊ -0.0004 0.0002 -0.0003 0.0003
住宅・宅地資産額（対数） -0.0011 0.0009 -0.0019 0.0007 ＊＊＊ -0.0027 0.0007 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0051 0.0018 ＊＊＊ 0.0100 0.0013 ＊＊＊ 0.0120 0.0016 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0028 0.0025 -0.0025 0.0019 -0.0009 0.0023
13～15歳 -0.0013 0.0034 -0.0028 0.0026 -0.0012 0.0036
16～18歳 -0.0048 0.0040 -0.0045 0.0029 -0.0025 0.0041
19歳以上 -0.0043 0.0046 -0.0038 0.0034 -0.0005 0.0046
定数 0.2234 0.0272 ＊＊＊ 0.2604 0.0265 ＊＊＊ 0.3505 0.0231 ＊＊＊

Adj. R２ 0.754 0.696 0.649
F 379.187 653.261 737.598
N 1,979 4,566 6,388
注）＊＊＊： １ ％有意，＊＊： ５ ％有意，＊：10％有意，〈〉はリファレンス・グループである（以下同様）．

付表1-2　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，電気代
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0076 0.0028 ＊＊＊ 0.0095 0.0017 ＊＊＊ 0.0112 0.0013 ＊＊＊

性別ダミー -0.0006 0.0033 -0.0108 0.0053 ＊＊ -0.0058 0.0026 ＊＊

世帯主の年齢 0.0007 0.0005 0.0001 0.0003 0.0007 0.0003 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） -0.0024 0.0006 ＊＊＊ -0.0034 0.0005 ＊＊＊ -0.0042 0.0005 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0088 0.0025 ＊＊＊ -0.0068 0.0026 ＊＊ -0.0130 0.0028 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0089 0.0044 ＊＊ 0.0033 0.0019 ＊ 0.0001 0.0024

財産収入（対数） -0.0004 0.0002 ＊＊ -0.0005 0.0002 ＊＊＊ -0.0004 0.0001 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0013 0.0002 ＊＊＊ -0.0015 0.0001 ＊＊＊ -0.0016 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0003 0.0001 ＊＊＊ 0.0002 0.0001 ＊＊＊ 0.0003 0.0001 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0004 0.0004 0.0002 0.0002 0.0000 0.0002
大都市圏ダミー -0.0037 0.0008 ＊＊＊ -0.0044 0.0005 ＊＊＊ -0.0040 0.0004 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0031 0.0011 ＊＊＊ 0.0032 0.0007 ＊＊＊ 0.0022 0.0006 ＊＊＊

13～15歳 -0.0004 0.0014 0.0018 0.0009 ＊ 0.0009 0.0010
16～18歳 -0.0002 0.0017 -0.0005 0.0011 -0.0030 0.0011 ＊＊＊

19歳以上 0.0010 0.0019 0.0022 0.0012 ＊ 0.0033 0.0012 ＊＊＊

定数 0.0347 0.0114 ＊＊＊ 0.0665 0.0096 ＊＊＊ 0.0533 0.0061 ＊＊＊

Adj. R２ 0.118 0.136 0.166
F 17.476 45.842 80.627
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-3　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，ガス代
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー -0.0003 0.0020 -0.0022 0.0014 0.0004 0.0010
性別ダミー 0.0007 0.0023 0.0030 0.0043 -0.0013 0.0020
世帯主の年齢 -0.0004 0.0004 -0.0005 0.0003 ＊ -0.0005 0.0002 ＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊ 0.0000 0.0000 ＊＊

年間収入（対数） -0.0013 0.0004 ＊＊＊ -0.0027 0.0004 ＊＊＊ -0.0034 0.0004 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0038 0.0017 ＊＊ -0.0032 0.0021 -0.0141 0.0022 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0035 0.0030 0.0047 0.0015 ＊＊＊ 0.0017 0.0019

財産収入（対数） -0.0004 0.0002 ＊＊＊ -0.0003 0.0001 ＊＊＊ -0.0003 0.0001 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0010 0.0002 ＊＊＊ -0.0010 0.0001 ＊＊＊ -0.0007 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0003 0.0001 ＊＊＊ -0.0001 0.0001 ＊ -0.0001 0.0001 ＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0008 0.0003 ＊＊＊ -0.0006 0.0002 ＊＊＊ -0.0007 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0021 0.0005 ＊＊＊ 0.0014 0.0004 ＊＊＊ 0.0003 0.0003
末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0024 0.0007 ＊＊＊ 0.0029 0.0006 ＊＊＊ 0.0017 0.0005 ＊＊＊

13～15歳 0.0015 0.0010 0.0021 0.0008 ＊＊＊ 0.0019 0.0007 ＊＊＊

16～18歳 0.0016 0.0012 0.0017 0.0009 ＊＊ -0.0007 0.0008
19歳以上 0.0028 0.0013 ＊＊ 0.0019 0.0010 ＊＊ 0.0001 0.0009
定数 0.0417 0.0079 ＊＊＊ 0.0505 0.0077 0.0550 0.0047 ＊＊＊

Adj. R２ 0.130 0.110 0.092
F 19.432 36.424 41.672
N 1,979 4,566 6,388

付表 1-4　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，上下水道代
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0032 0.0024 0.0044 0.0016 ＊＊＊ 0.0063 0.0012 ＊＊＊

性別ダミー 0.0020 0.0028 0.0106 0.0049 ＊＊ 0.0013 0.0024
世帯主の年齢 0.0005 0.0004 0.0003 0.0003 0.0006 0.0002 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊＊

年間収入（対数） -0.0019 0.0005 ＊＊＊ -0.0038 0.0005 ＊＊＊ -0.0038 0.0004 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0081 0.0021 ＊＊＊ -0.0103 0.0024 ＊＊＊ -0.0152 0.0025 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0074 0.0038 ＊＊ 0.0070 0.0017 ＊＊＊ 0.0039 0.0022 ＊

財産収入（対数） -0.0003 0.0002 ＊ -0.0005 0.0001 ＊＊＊ -0.0005 0.0001 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0009 0.0002 ＊＊＊ -0.0007 0.0001 ＊＊＊ -0.0011 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0000 0.0001 0.0001 0.0001 ＊ 0.0001 0.0001 ＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0000 0.0003 -0.0003 0.0002 -0.0004 0.0002 ＊＊

大都市圏ダミー -0.0010 0.0006 -0.0028 0.0004 ＊＊＊ -0.0017 0.0004 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0030 0.0009 ＊＊＊ 0.0023 0.0006 ＊＊＊ 0.0020 0.0005 ＊＊＊

13～15歳 0.0013 0.0012 0.0017 0.0009 ＊ 0.0020 0.0009 ＊＊

16～18歳 0.0005 0.0014 -0.0007 0.0010 -0.0007 0.0010
19歳以上 0.0020 0.0016 -0.0001 0.0011 0.0016 0.0011
定数 0.0245 0.0098 ＊＊ 0.0300 0.0088 ＊＊＊ 0.0336 0.0055 ＊＊＊

Adj. R２ 0.041 0.052 0.066
F 6.290 16.565 29.090
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-5　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，家事用消耗品費
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0019 0.0009 ＊＊ 0.0016 0.0005 ＊＊＊ 0.0016 0.0005 ＊＊＊

性別ダミー -0.0003 0.0010 -0.0006 0.0017 0.0012 0.0009
世帯主の年齢 0.0001 0.0002 0.0000 0.0001 0.0000 0.0001
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
年間収入（対数） -0.0009 0.0002 ＊＊＊ -0.0011 0.0002 ＊＊＊ -0.0005 0.0002 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0018 0.0008 ＊＊ -0.0043 0.0008 ＊＊＊ -0.0026 0.0010 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0003 0.0014 0.0002 0.0006 0.0012 0.0009

財産収入（対数） -0.0002 0.0001 ＊＊ -0.0001 0.0000 ＊＊＊ 0.0000 0.0000
貯蓄現在高（対数） -0.0003 0.0001 ＊＊＊ -0.0003 0.0000 ＊＊＊ -0.0004 0.0000 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0001 0.0000 ＊＊ 0.0001 0.0000 ＊＊ 0.0001 0.0000 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0001 0.0001 -0.0002 0.0001 ＊＊ -0.0001 0.0001
大都市圏ダミー 0.0000 0.0002 ＊＊＊ -0.0011 0.0002 ＊＊＊ -0.0007 0.0001 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0003 0.0003 0.0006 0.0002 ＊＊＊ 0.0001 0.0002
13～15歳 -0.0008 0.0004 ＊ 0.0003 0.0003 -0.0009 0.0003 ＊＊

16～18歳 -0.0005 0.0005 -0.0003 0.0003 -0.0014 0.0004 ＊＊＊

19歳以上 -0.0002 0.0006 0.0006 0.0004 -0.0006 0.0004
定数 0.0134 0.0035 ＊＊＊ 0.0180 0.0030 ＊＊＊ 0.0138 0.0022 ＊＊＊

Adj. R２ 0.048 0.046 0.038
F 7.270 14.892 16.830
N 1,979 4,566 6,388

付表1-6　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，家事サービス代
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0021 0.0015 0.0020 0.0007 ＊＊＊ 0.0022 0.0005 ＊＊＊

性別ダミー 0.0001 0.0017 -0.0045 0.0023 ＊ -0.0016 0.0010
世帯主の年齢 0.0004 0.0003 -0.0001 0.0002 0.0001 0.0001
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0004 0.0003 -0.0003 0.0002 -0.0005 0.0002 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0016 0.0013 -0.0001 0.0011 -0.0006 0.0011
65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0008 0.0023 0.0015 0.0008 ＊ -0.0008 0.0009

財産収入（対数） 0.0000 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
貯蓄現在高（対数） 0.0001 0.0001 0.0000 0.0001 0.0001 0.0000
負債現在高（対数） 0.0000 0.0001 0.0001 0.0000 ＊＊＊ 0.0001 0.0000 ＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0001 0.0002 -0.0001 0.0001 -0.0001 0.0001
大都市圏ダミー -0.0011 0.0004 ＊＊＊ -0.0014 0.0002 ＊＊＊ -0.0011 0.0002 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0004 0.0006 0.0001 0.0003 0.0003 0.0002
13～15歳 0.0003 0.0007 -0.0004 0.0004 -0.0004 0.0004
16～18歳 0.0013 0.0009 -0.0001 0.0005 -0.0008 0.0004 ＊

19歳以上 0.0017 0.0010 ＊ 0.0002 0.0005 0.0003 0.0005
定数 -0.0095 0.0060 0.0102 0.0041 ＊＊ 0.0027 0.0024
Adj.R ２ 0.011 0.022 0.026
F 2.388 7.543 11.820
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-7　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，男性用被服費
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0012 0.0026 -0.0017 0.0014 -0.0016 0.0012
性別ダミー 0.0029 0.0030 0.0045 0.0043 0.0013 0.0025
世帯主の年齢 -0.0002 0.0005 0.0004 0.0003 -0.0003 0.0002
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊ 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0011 0.0005 ＊＊ 0.0015 0.0004 ＊＊＊ 0.0014 0.0004 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0031 0.0023 -0.0008 0.0022 0.0085 0.0026 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0021 0.0040 0.0002 0.0015 -0.0010 0.0023

財産収入（対数） 0.0001 0.0002 0.0001 0.0001 0.0002 0.0001 ＊

貯蓄現在高（対数） 0.0004 0.0002 ＊ 0.0000 0.0001 0.0002 0.0001
負債現在高（対数） 0.0000 0.0001 0.0000 0.0001 -0.0001 0.0001
住宅・宅地資産額（対数） -0.0001 0.0004 0.0003 0.0002 0.0005 0.0002 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0017 0.0007 ＊＊ 0.0007 0.0004 ＊ 0.0005 0.0004
末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0018 0.0010 ＊ 0.0010 0.0006 ＊ 0.0014 0.0006 ＊＊

13～15歳 0.0045 0.0013 ＊＊＊ 0.0049 0.0008 ＊＊＊ 0.0045 0.0009 ＊＊＊

16～18歳 0.0058 0.0015 ＊＊＊ 0.0040 0.0009 ＊＊＊ 0.0036 0.0010 ＊＊＊

19歳以上 0.0033 0.0018 ＊ 0.0047 0.0010 ＊＊＊ 0.0045 0.0011 ＊＊＊

定数 -0.0010 0.0105 -0.0148 0.0078 ＊ 0.0034 0.0057
Adj. R２ 0.018 0.024 0.013
F 3.235 8.035 6.097
N 1,979 4,566 6,388

付表1-8　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，女性用被服費
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー -0.0037 0.0036 0.0012 0.0017 -0.0034 0.0014 ＊＊

性別ダミー -0.0036 0.0041 -0.0126 0.0051 ＊＊ -0.0029 0.0027
世帯主の年齢 -0.0001 0.0006 0.0000 0.0003 -0.0011 0.0003 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0021 0.0008 ＊＊＊ 0.0016 0.0005 ＊＊＊ 0.0030 0.0005 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0067 0.0032 ＊＊ 0.0005 0.0025 0.0093 0.0029 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0052 0.0056 0.0001 0.0018 0.0012 0.0025

財産収入（対数） -0.0002 0.0003 -0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
貯蓄現在高（対数） 0.0001 0.0003 0.0004 0.0001 ＊＊＊ 0.0002 0.0001
負債現在高（対数） 0.0000 0.0002 -0.0002 0.0001 ＊＊＊ -0.0002 0.0001 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0011 0.0005 ＊＊ 0.0004 0.0002 0.0009 0.0002 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0028 0.0010 ＊＊＊ 0.0018 0.0005 ＊＊＊ 0.0010 0.0004 ＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0012 0.0013 0.0026 0.0007 ＊＊＊ 0.0019 0.0006 ＊＊＊

13～15歳 0.0059 0.0018 ＊＊＊ 0.0051 0.0009 ＊＊＊ 0.0067 0.0010 ＊＊＊

16～18歳 0.0032 0.0021 0.0053 0.0010 ＊＊＊ 0.0038 0.0011 ＊＊＊

19歳以上 0.0069 0.0024 ＊＊＊ 0.0045 0.0012 ＊＊＊ 0.0035 0.0013 ＊＊＊

定数 -0.0001 0.0145 0.0097 0.0091 0.0169 0.0063 ＊＊＊

Adj. R２ 0.030 0.035 0.029
F 4.767 11.331 12.771
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-9　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，交通費
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー -0.0008 0.0050 -0.0056 0.0032 ＊ -0.0020 0.0027
性別ダミー -0.0013 0.0057 0.0084 0.0099 0.0051 0.0055
世帯主の年齢 0.0007 0.0009 -0.0003 0.0007 -0.0003 0.0005
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0011 0.0010 0.0023 0.0010 ＊＊ 0.0045 0.0009 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0040 0.0044 0.0007 0.0049 0.0096 0.0058 ＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0097 0.0077 -0.0049 0.0035 -0.0024 0.0051

財産収入（対数） 0.0005 0.0004 0.0006 0.0003 ＊＊ 0.0003 0.0003
貯蓄現在高（対数） 0.0007 0.0004 ＊ 0.0014 0.0003 ＊＊＊ 0.0015 0.0003 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0000 0.0002 0.0002 0.0002 0.0000 0.0002
住宅・宅地資産額（対数） 0.0007 0.0007 0.0006 0.0004 0.0003 0.0004
大都市圏ダミー 0.0104 0.0013 ＊＊＊ 0.0118 0.0009 ＊＊＊ 0.0141 0.0009 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0015 0.0019 0.0013 0.0013 0.0000 0.0012
13～15歳 0.0078 0.0025 ＊＊＊ 0.0089 0.0018 ＊＊＊ 0.0054 0.0020 ＊＊＊

16～18歳 0.0059 0.0029 ＊＊ 0.0124 0.0020 ＊＊＊ 0.0096 0.0023 ＊＊＊

19歳以上 0.0051 0.0034 0.0098 0.0023 ＊＊＊ 0.0051 0.0025 ＊＊

定数 -0.0201 0.0200 -0.0210 0.0179 -0.0262 0.0127 ＊＊

Adj.R ２ 0.068 0.097 0.071
F 9.980 31.605 31.672
N 1,979 4,566 6,388

付表1-10　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，自動車等維持費
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0223 0.0098 ＊＊ 0.0193 0.0056 ＊＊＊ 0.0173 0.0043 ＊＊＊

性別ダミー -0.0037 0.0113 0.0177 0.0171 -0.0045 0.0087
世帯主の年齢 -0.0037 0.0018 ＊＊ -0.0019 0.0011 ＊ -0.0009 0.0008
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0030 0.0021 0.0014 0.0017 -0.0065 0.0015 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0143 0.0087 ＊ 0.0359 0.0085 ＊＊＊ -0.0048 0.0092
65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0409 0.0152 ＊＊＊ 0.0009 0.0061 0.0064 0.0080

財産収入（対数） 0.0005 0.0008 0.0000 0.0005 0.0007 0.0004
貯蓄現在高（対数） -0.0016 0.0008 ＊＊ 0.0006 0.0005 0.0003 0.0004
負債現在高（対数） -0.0003 0.0004 0.0003 0.0003 0.0000 0.0002
住宅・宅地資産額（対数） -0.0022 0.0013 ＊ -0.0014 0.0008 ＊ -0.0017 0.0006 ＊＊＊

大都市圏ダミー -0.0128 0.0026 ＊＊＊ -0.0144 0.0016 ＊＊＊ -0.0136 0.0013 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0052 0.0037 -0.0027 0.0022 -0.0050 0.0020 ＊＊

13～15歳 -0.0016 0.0050 -0.0050 0.0030 -0.0113 0.0031 ＊＊＊

16～18歳 -0.0049 0.0058 -0.0095 0.0034 ＊＊＊ -0.0123 0.0036 ＊＊＊

19歳以上 0.0086 0.0066 0.0026 0.0039 -0.0035 0.0040
定数 0.1641 0.0395 ＊＊＊ 0.0886 0.0307 ＊＊＊ 0.1370 0.0200 ＊＊＊

Adj. R２ 0.033 0.045 0.038
F 5.216 14.566 16.663
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-11　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，ガソリン代
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0181 0.0051 ＊＊＊ 0.0123 0.0028 ＊＊＊ 0.0115 0.0020 ＊＊＊

性別ダミー -0.0061 0.0059 -0.0064 0.0086 -0.0044 0.0041
世帯主の年齢 -0.0011 0.0009 -0.0002 0.0006 -0.0002 0.0004
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
年間収入（対数） -0.0008 0.0011 0.0007 0.0009 -0.0042 0.0007 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0004 0.0045 0.0133 0.0043 ＊＊＊ -0.0096 0.0043 ＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0034 0.0079 0.0019 0.0031 -0.0022 0.0037

財産収入（対数） 0.0002 0.0004 -0.0004 0.0002 ＊ 0.0001 0.0002
貯蓄現在高（対数） -0.0010 0.0004 ＊＊ -0.0006 0.0002 ＊＊＊ -0.0006 0.0002 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0002 0.0002 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
住宅・宅地資産額（対数） -0.0019 0.0007 ＊＊＊ -0.0006 0.0004 -0.0007 0.0003 ＊＊

大都市圏ダミー -0.0143 0.0014 ＊＊＊ -0.0149 0.0008 ＊＊＊ -0.0144 0.0006 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0029 0.0019 -0.0018 0.0011 -0.0016 0.0009 ＊

13～15歳 0.0035 0.0026 -0.0034 0.0015 ＊＊ -0.0042 0.0015 ＊＊＊

16～18歳 0.0021 0.0030 -0.0088 0.0017 ＊＊＊ -0.0079 0.0017 ＊＊＊

19歳以上 0.0091 0.0034 ＊＊＊ -0.0044 0.0020 ＊＊ -0.0016 0.0019
定数 0.0802 0.0205 0.0482 0.0155 ＊＊＊ 0.0732 0.0093 ＊＊＊

Adj. R２ 0.073 0.118 0.111
F 10.748 39.228 50.792
N 1,979 4,566 6,388

付表1-12　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，通信費
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0180 0.0060 ＊＊＊ 0.0115 0.0037 ＊＊＊ 0.0094 0.0026 ＊＊＊

性別ダミー 0.0102 0.0069 0.0079 0.0114 -0.0037 0.0053
世帯主の年齢 -0.0004 0.0011 -0.0032 0.0007 ＊＊＊ -0.0034 0.0005 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊＊＊ 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） -0.0058 0.0012 ＊＊＊ -0.0041 0.0011 ＊＊＊ -0.0091 0.0009 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0174 0.0053 ＊＊＊ -0.0042 0.0057 -0.0312 0.0056 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0190 0.0092 ＊＊ 0.0024 0.0040 -0.0125 0.0049 ＊＊

財産収入（対数） -0.0009 0.0005 ＊＊ -0.0010 0.0003 ＊＊＊ -0.0007 0.0003 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） -0.0038 0.0005 ＊＊＊ -0.0048 0.0003 ＊＊＊ -0.0038 0.0002 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0004 0.0003 0.0005 0.0002 ＊＊＊ 0.0005 0.0001 ＊＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0023 0.0008 ＊＊＊ -0.0012 0.0005 ＊＊＊ -0.0009 0.0004 ＊＊＊

大都市圏ダミー -0.0028 0.0016 ＊ -0.0055 0.0010 ＊＊＊ -0.0051 0.0008 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0128 0.0022 ＊＊＊ 0.0087 0.0015 ＊＊＊ 0.0036 0.0012 ＊＊＊

13～15歳 0.0229 0.0030 ＊＊＊ 0.0155 0.0020 ＊＊＊ 0.0145 0.0019 ＊＊＊

16～18歳 0.0305 0.0035 ＊＊＊ 0.0199 0.0023 ＊＊＊ 0.0136 0.0022 ＊＊＊

19歳以上 0.0301 0.0040 ＊＊＊ 0.0093 0.0026 ＊＊＊ 0.0118 0.0024 ＊＊＊

定数 0.1313 0.0240 0.1819 0.0205 ＊＊＊ 0.2225 0.0122 ＊＊＊

Adj. R２ 0.119 0.112 0.131
F 17.739 37.033 61.185
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-13　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，宿泊料
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー -0.0012 0.0027 0.0011 0.0010 -0.0025 0.0011 ＊＊

性別ダミー -0.0042 0.0031 0.0023 0.0032 -0.0015 0.0022
世帯主の年齢 0.0001 0.0005 -0.0004 0.0002 ＊＊ 0.0003 0.0002
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊ 0.0000 0.0000 ＊

年間収入（対数） 0.0005 0.0006 0.0006 0.0003 ＊ 0.0019 0.0004 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0015 0.0024 0.0009 0.0016 0.0057 0.0023 ＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0076 0.0042 ＊ 0.0003 0.0011 0.0030 0.0020

財産収入（対数） -0.0001 0.0002 0.0001 0.0001 0.0002 0.0001
貯蓄現在高（対数） 0.0006 0.0002 ＊＊＊ 0.0004 0.0001 ＊＊＊ 0.0004 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0001 0.0001 -0.0001 0.0000 ＊＊＊ -0.0001 0.0001 ＊

住宅・宅地資産額（対数） 0.0004 0.0004 0.0000 0.0001 0.0004 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0016 0.0007 ＊＊ 0.0004 0.0003 0.0006 0.0003
末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0033 0.0010 ＊＊＊ -0.0007 0.0004 ＊ -0.0021 0.0005 ＊＊＊

13～15歳 -0.0037 0.0014 ＊＊＊ -0.0017 0.0006 ＊＊＊ -0.0031 0.0008 ＊＊＊

16～18歳 -0.0043 0.0016 ＊＊＊ -0.0005 0.0006 -0.0030 0.0009 ＊＊＊

19歳以上 -0.0029 0.0018 0.0000 0.0007 -0.0007 0.0010
定数 -0.0006 0.0109 0.0033 0.0057 -0.0146 0.0051 ＊＊＊

Adj. R２ 0.015 0.011 0.017
F 2.916 4.190 7.821
N 1,979 4,566 6,388

付表1-14　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，月謝類
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー -0.0018 0.0045 0.0021 0.0029 0.0038 0.0023
性別ダミー 0.0060 0.0052 0.0039 0.0090 0.0020 0.0047
世帯主の年齢 0.0035 0.0008 ＊＊＊ 0.0043 0.0006 ＊＊＊ 0.0040 0.0005 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊＊ 0.0000 0.0000 ＊＊＊ 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） -0.0017 0.0009 ＊＊ 0.0012 0.0009 0.0051 0.0008 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0088 0.0040 ＊＊ -0.0042 0.0045 0.0150 0.0050 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0007 0.0070 0.0017 0.0032 -0.0024 0.0043

財産収入（対数） 0.0005 0.0003 -0.0001 0.0003 -0.0002 0.0002
貯蓄現在高（対数） 0.0009 0.0004 ＊＊ 0.0011 0.0002 ＊＊＊ 0.0006 0.0002 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0002 0.0002 -0.0004 0.0001 ＊＊＊ -0.0001 0.0001
住宅・宅地資産額（対数） 0.0014 0.0006 ＊＊ 0.0009 0.0004 ＊＊ 0.0005 0.0003 ＊＊

大都市圏ダミー 0.0046 0.0012 ＊＊＊ 0.0034 0.0008 ＊＊＊ 0.0035 0.0007 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0062 0.0017 ＊＊＊ 0.0029 0.0012 ＊＊ 0.0078 0.0011 ＊＊＊

13～15歳 -0.0099 0.0023 ＊＊＊ -0.0174 0.0016 ＊＊＊ -0.0185 0.0017 ＊＊＊

16～18歳 -0.0149 0.0027 ＊＊＊ -0.0187 0.0018 ＊＊＊ -0.0198 0.0019 ＊＊＊

19歳以上 -0.0151 0.0030 ＊＊＊ -0.0196 0.0021 ＊＊＊ -0.0225 0.0022 ＊＊＊

定数 -0.0723 0.0182 ＊＊＊ -0.0917 0.0162 ＊＊＊ -0.1132 0.0108 ＊＊＊

Adj. R２ 0.116 0.140 0.146
F 17.278 47.472 69.320
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-15　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，理美容サービス代
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0019 0.0017 0.0003 0.0009 -0.0020 0.0008 ＊＊＊

性別ダミー -0.0016 0.0020 -0.0024 0.0028 -0.0025 0.0015
世帯主の年齢 0.0007 0.0003 ＊＊ 0.0002 0.0002 -0.0004 0.0001 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 ＊＊ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0005 0.0004 0.0006 0.0003 ＊＊ 0.0012 0.0003 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0018 0.0015 0.0003 0.0014 0.0043 0.0016 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0019 0.0027 0.0006 0.0010 0.0019 0.0014

財産収入（対数） -0.0002 0.0001 0.0001 0.0001 0.0002 0.0001 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0002 0.0001 0.0004 0.0001 ＊＊＊ 0.0003 0.0001 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0001 0.0001 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
住宅・宅地資産額（対数） -0.0001 0.0002 0.0000 0.0001 0.0004 0.0001 ＊＊＊

大都市圏ダミー 0.0003 0.0005 0.0002 0.0003 0.0003 0.0002
末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0008 0.0006 -0.0003 0.0004 0.0004 0.0003
13～15歳 0.0005 0.0009 -0.0010 0.0005 ＊ -0.0006 0.0006
16～18歳 0.0000 0.0010 -0.0002 0.0006 -0.0009 0.0006
19歳以上 0.0020 0.0012 ＊＊ 0.0009 0.0006 -0.0010 0.0007
定数 -0.0103 0.0069 -0.0010 0.0050 0.0078 0.0035 ＊＊

Adj. R２ 0.012 0.014 0.018
F 2.449 5.056 8.426
N 1,979 4,566 6,388

付表1-16　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，こづかい
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0037 0.0136 0.0121 0.0078 0.0124 0.0057 ＊＊

性別ダミー 0.0136 0.0156 0.0335 0.0241 0.0398 0.0116 ＊＊＊

世帯主の年齢 0.0001 0.0025 -0.0014 0.0016 -0.0013 0.0011
世帯主の年齢の 2 乗 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000
年間収入（対数） 0.0047 0.0028 0.0057 0.0024 ＊＊ 0.0034 0.0020 ＊

配偶者の年間収入の比率 -0.0193 0.0120 -0.0207 0.0120 ＊ -0.0141 0.0122
65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0595 0.0210 ＊＊＊ 0.0332 0.0086 ＊＊＊ 0.0544 0.0106 ＊＊＊

財産収入（対数） -0.0007 0.0010 -0.0011 0.0007 -0.0015 0.0006 ＊＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0022 0.0011 ＊＊ 0.0009 0.0006 0.0021 0.0005 ＊＊＊

負債現在高（対数） -0.0007 0.0006 0.0001 0.0004 0.0000 0.0003
住宅・宅地資産額（対数） 0.0005 0.0019 -0.0012 0.0011 -0.0011 0.0008
大都市圏ダミー 0.0011 0.0036 0.0043 0.0022 ＊ 0.0012 0.0018
末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0069 0.0051 0.0105 0.0032 ＊＊＊ 0.0047 0.0026 ＊

13～15歳 0.0103 0.0068 0.0117 0.0043 ＊＊＊ 0.0125 0.0042 ＊＊＊

16～18歳 0.0195 0.0080 ＊＊ 0.0188 0.0048 ＊＊＊ 0.0205 0.0047 ＊＊＊

19歳以上 0.0299 0.0092 ＊＊＊ 0.0282 0.0055 ＊＊＊ 0.0305 0.0053 ＊＊＊

定数 -0.0016 0.0547 0.0036 0.0433 0.0090 0.0266
Adj. R２ 0.026 0.040 0.036
F 4.265 12.800 15.753
N 1,979 4,566 6,388
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付表1-17　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，交際費
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0077 0.0085 0.0020 0.0046 0.0016 0.0034
性別ダミー 0.0035 0.0097 -0.0088 0.0140 -0.0003 0.0069
世帯主の年齢 -0.0048 0.0015 ＊＊＊ -0.0054 0.0009 ＊＊＊ -0.0041 0.0007 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0001 0.0000 ＊＊＊ 0.0001 0.0000 ＊＊＊ 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0079 0.0018 ＊＊＊ 0.0036 0.0014 ＊＊ 0.0055 0.0012 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0313 0.0075 ＊＊＊ -0.0004 0.0070 0.0314 0.0073 ＊＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 0.0175 0.0131 0.0053 0.0050 0.0091 0.0063

財産収入（対数） -0.0006 0.0006 -0.0001 0.0004 0.0007 0.0003 ＊＊

貯蓄現在高（対数） 0.0025 0.0007 ＊＊＊ 0.0017 0.0004 ＊＊＊ 0.0020 0.0003 ＊＊＊

負債現在高（対数） 0.0007 0.0004 ＊ 0.0004 0.0002 ＊ 0.0004 0.0002
住宅・宅地資産額（対数） 0.0000 0.0012 0.0005 0.0006 0.0006 0.0005
大都市圏ダミー -0.0045 0.0023 ＊＊ 0.0004 0.0013 ＊ -0.0007 0.0011
末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 -0.0084 0.0031 ＊＊＊ -0.0025 0.0018 -0.0072 0.0016 ＊＊＊

13～15歳 -0.0153 0.0043 ＊＊＊ -0.0070 0.0025 ＊＊＊ -0.0118 0.0025 ＊＊＊

16～18歳 -0.0149 0.0050 ＊＊＊ -0.0053 0.0028 ＊ -0.0131 0.0028 ＊＊＊

19歳以上 0.0000 0.0057 0.0056 0.0032 ＊ 0.0020 0.0032
定数 0.0654 0.0340 0.1218 0.0252 ＊＊＊ 0.0803 0.0158 ＊＊＊

Adj. R２ 0.054 0.037 0.038
F 8.090 12.033 16.927
N 1,979 4,566 6,388

付表1-18　消費支出の構成に関する回帰分析の結果，世帯類型別，仕送り金
配偶者が正規 配偶者が非正規 配偶者が無業

説明変数 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性 係数 標準誤差 有意性
持ち家の有無ダミー 0.0382 0.0155 ＊＊ 0.0040 0.0079 0.0045 0.0042
性別ダミー 0.0033 0.0179 0.0112 0.0243 0.0041 0.0085
世帯主の年齢 -0.0036 0.0028 -0.0006 0.0016 -0.0027 0.0008 ＊＊＊

世帯主の年齢の 2 乗 0.0001 0.0000 ＊ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 ＊＊＊

年間収入（対数） 0.0025 0.0033 0.0074 0.0024 ＊＊＊ 0.0067 0.0015 ＊＊＊

配偶者の年間収入の比率 0.0223 0.0137 0.0197 0.0121 0.0227 0.0090 ＊＊

65歳未満の世帯員における
年間収入の比率 -0.0308 0.0240 -0.0329 0.0086 ＊＊＊ -0.0051 0.0078

財産収入（対数） 0.0004 0.0012 0.0023 0.0007 ＊＊ 0.0007 0.0004 ＊

貯蓄現在高（対数） 0.0024 0.0013 ＊ 0.0008 0.0006 0.0003 0.0004
負債現在高（対数） -0.0010 0.0007 -0.0009 0.0004 ＊＊ -0.0006 0.0002 ＊＊

住宅・宅地資産額（対数） -0.0037 0.0021 ＊ 0.0008 0.0011 0.0001 0.0006
大都市圏ダミー -0.0201 0.0042 ＊＊＊ -0.0170 0.0022 ＊＊＊ -0.0097 0.0013 ＊＊＊

末子の年齢〈 0 ～ 5 歳〉
6 ～12歳 0.0045 0.0058 0.0009 0.0032 -0.0008 0.0019
13～15歳 0.0306 0.0078 ＊＊＊ 0.0123 0.0043 ＊＊＊ 0.0106 0.0031 ＊＊＊

16～18歳 0.0709 0.0092 ＊＊＊ 0.0408 0.0048 ＊＊＊ 0.0302 0.0035 ＊＊＊

19歳以上 0.0328 0.0105 ＊＊＊ 0.0259 0.0055 ＊＊＊ 0.0128 0.0039 ＊＊＊

定数 0.0196 0.0625 -0.0576 0.0436 0.0029 0.0196
Adj. R２ 0.127 0.080 0.074
F 19.029 25.930 33.044
N 1,979 4,566 6,388



� 273世帯主と配偶者の所得の構成が双方の選好に関わる費目の……（伊藤・出島・村田）
付

表
2
　

基
本

統
計

量
，

世
帯

類
型

別
，

20
09

 年
世

帯
類

型
配

偶
者

が
正

規
配

偶
者

が
非

正
規

配
偶

者
が

無
業

変
数

平
均

値
標

準
偏

差
度

　
数

平
均

値
標

準
偏

差
度

　
数

平
均

値
標

準
偏

差
度

　
数

消
費

支
出

に
対

す
る

家
賃

の
比

率
0.
03

34
0.
07

59
1,
97

9
0.
03

76
0.
08

01
4,
56

6
0.
06

22
0.
10

23
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
電

気
代

の
比

率
0.
02

85
0.
01

67
1,
97

9
0.
03

03
0.
01

71
4,
56

6
0.
03

04
0.
01

75
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
ガ

ス
代

の
比

率
0.
01

28
0.
01

17
1,
97

9
0.
01

59
0.
01

35
4,
56

6
0.
01

67
0.
01

30
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
上

下
水

道
代

の
比

率
0.
01

69
0.
01

38
1,
97

9
0.
02

03
0.
01

51
4,
56

6
0.
01

99
0.
01

49
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
家

事
用

消
耗

品
の

比
率

0.
00

70
0.
00

50
1,
97

9
0.
00

81
0.
00

52
4,
56

6
0.
00

88
0.
00

58
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
家

事
サ

ー
ビ

ス
代

の
比

率
0.
00

27
0.
00

83
1,
97

9
0.
00

26
0.
00

69
4,
56

6
0.
00

21
0.
00

63
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
男

性
用

被
服

費
の

比
率

0.
00

91
0.
01

46
1,
97

9
0.
00

84
0.
01

31
4,
56

6
0.
00

85
0.
01

51
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
女

性
用

被
服

費
の

比
率

0.
01

63
0.
02

03
1,
97

9
0.
01

31
0.
01

55
4,
56

6
0.
01

23
0.
01

68
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
交

通
費

の
比

率
0.
01

63
0.
02

87
1,
97

9
0.
01

77
0.
03

13
4,
56

6
0.
01

91
0.
03

45
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
自

動
車

等
維

持
費

の
比

率
0.
06

88
0.
05

56
1,
97

9
0.
06

55
0.
05

24
4,
56

6
0.
06

18
0.
05

35
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
ガ

ソ
リ

ン
代

の
比

率
0.
03

24
0.
02

94
1,
97

9
0.
03

09
0.
02

74
4,
56

6
0.
02

71
0.
02

60
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
通

信
費

の
比

率
0.
05

71
0.
03

53
1,
97

9
0.
06

24
0.
03

62
4,
56

6
0.
05

83
0.
03

42
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
宿

泊
料

の
比

率
0.
00

50
0.
01

52
1,
97

9
0.
00

24
0.
00

96
4,
56

6
0.
00

36
0.
01

35
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
月

謝
類

の
比

率
0.
01

53
0.
02

67
1,
97

9
0.
01

74
0.
02

91
4,
56

6
0 .
01

89
0.
03

07
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
理

美
容

サ
ー

ビ
ス

代
の

比
率

0.
00

77
0.
00

96
1,
97

9
0.
00

68
0.
00

84
4,
56

6
0.
00

69
0.
00

93
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
こ

づ
か

い
の

比
率

0.
05

67
0.
07

65
1,
97

9
0.
06

68
0.
07

36
4,
56

6
0.
06

15
0.
07

10
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
交

際
費

の
比

率
0.
05

49
0.
04

84
1,
97

9
0.
04

06
0.
04

28
4,
56

6
0.
04

37
0.
04

24
6,
38

8
消

費
支

出
に

対
す

る
仕

送
り

金
の

比
率

0.
02

77
0.
09

25
1,
97

9
0.
01

80
0.
07

58
4,
56

6
0.
00

85
0.
05

33
6,
38

8
持

ち
家

の
有

無
ダ

ミ
ー

0.
80

09
0.
39

94
1,
97

9
0.
76

65
0.
42

31
4,
56

6
0.
63

98
0.
48

01
6,
38

8
性

別
ダ

ミ
ー

0.
98

79
0.
10

95
1,
97

9
0.
99

80
0.
04

44
4,
56

6
0.
99

39
0.
07

79
6,
38

8
世

帯
主

の
年

齢
42
.5
07

3
7.
69

59
1,
97

9
43
.6
56

4
7.
51

42
4,
56

6
40
.6
11

3
8.
04

15
6,
38

8
世

帯
主

の
年

齢
の

2
乗

1,
86

6.
06

97
65

8.
06

84
1,
97

9
1,
96

2.
32

92
65

0.
27

96
4,
56

6
1,
71

3.
93

35
67

3.
52

08
6,
38

8
年

間
収

入
（

対
数

）
6.
69

39
0.
71

25
1,
97

9
6.
41

73
0.
60

32
4,
56

6
6.
32

11
0.
62

22
6,
38

8
配

偶
者

の
年

間
収

入
の

比
率

0.
38

43
0.
14

61
1,
97

9
0.
15

26
0.
11

32
4,
56

6
0.
01

91
0.
09

30
6,
38

8
65

歳
未

満
の

世
帯

員
に

お
け

る
年

間
収

入
の

比
率

0.
02

42
0.
09

57
1,
97

9
0.
03

38
0.
13

53
4,
56

6
0.
01

93
0.
09

50
6,
38

8
財

産
収

入
（

対
数

）
0.
34

44
1.
64

69
1,
97

9
0.
30

68
1.
56

67
4,
56

6
0.
29

11
1.
51

82
6,
38

8
貯

蓄
現

在
高

（
対

数
）

6.
24

13
1.
67

23
1,
97

9
5.
76

79
1.
83

78
4,
56

6
5.
85

97
1.
77

00
6,
38

8
負

債
現

在
高

（
対

数
）

4.
08

36
3.
59

60
1,
97

9
3.
98

99
3.
58

89
4,
56

6
3.
26

24
3.
64

24
6,
38

8
住

宅
・

宅
地

資
産

額
（

対
数

）
6.
12

34
2.
99

55
1,
97

9
5.
85

77
3.
12

76
4,
56

6
5.
04

66
3.
62

92
6,
38

8
大

都
市

圏
ダ

ミ
ー

0.
35

42
0.
47

84
1,
97

9
0.
46

30
0.
49

87
4,
56

6
0.
55

81
0.
49

67
6,
38

8
6
～

12
歳

ダ
ミ

ー
0.
24

36
0.
42

93
1,
97

9
0.
33

14
0.
47

08
4,
56

6
0.
19

99
0.
40

00
6,
38

8
13

～
15

歳
ダ

ミ
ー

0.
12

38
0.
32

94
1,
97

9
0.
14

41
0.
35

12
4,
56

6
0.
06

83
0.
25

22
6,
38

8
16

～
18

歳
ダ

ミ
ー

0.
09

60
0.
29

47
1,
97

9
0.
11

94
0.
32

42
4,
56

6
0.
06

18
0.
24

09
6,
38

8
19

歳
以

上
ダ

ミ
ー

0.
10

91
0.
31

19
1,
97

9
0.
11

74
0.
32

19
4,
56

6
0.
07

58
0.
26

46
6,
38

8




